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ur a
dventure starts here.

未来発見プログラム
「本物」に出会い、「本物」で鍛える

ファシッド国際開発プログラム
国際協力の学びを通じて、次世代のリーダーを育成する。

FASID（Foundation for Advanced Studies on
International Development）は、「開発援助人材
の育成」を主たる目的として、1990年に経済団体連合
会（当時）の協力の下に設立された一般財団法人です。

財団法人 国際開発機構

杉下 恒夫 Tsuneo SUGISHITA

一般財団法人 国際開発機構（FASID）理事長

出身の先輩は、プログラムで進路発見し、こんな大学・学部に現役合格しました！

筑波大学  人文学群・人間学群　佐賀大学  芸術地域デザイン学部
早稲田大学 政治経済学部・文化構想学部・法学部・国際教養学部　
慶應義塾大学 環境情報学部・経済学部・総合政策学部・文学部・法学部・看護医療学部
上智大学 国際教養学部・総合グローバル学部・総合人間科学部・外国語学部・法学部・文学部 　
琉球大学 理学部　横浜市立大学 国際総合科学部　明治大学 経営学部・情報コミュニケーション学部・
政治経済学部 青山学院大学 国際政治経済学部・地球社会共生学部・文学部・法学部・教育人間科学部　
立教大学 コミュニティ福祉学部・経営学部・経済学部・現代心理学部・法学部・GLAP　
中央大学 法学部　法政大学 グローバル教養学部・法学部・キャリアデザイン学部・人間環境学部   など

1967年4月から2000年3月まで読売新聞記者（社会部、外
報部、解説部）。同年4月から2008年3月まで茨城大学人文
学部・同大学院教授（国際協力論）2000年4月から2010年
11月まで国際協力機構（JICA）客員専門員（援助政策）同
年12月から一般財団法人国際開発機構（FASID）理事長
（現職）。
この間、広島大学客員研究員、慶應義塾大学法学部非常勤
講師（開発援助政策論）、法政大学法学部・同大学院兼任
講師（途上国民主化とジャーナリズム）、日本評価学会理
事、外務省無償資金協力実施適正会議委員、JICA外部有
識者業績評価委員など歴任。現在、プラン・ジャパン理事、
日本国際協力センター（JICE）評議員などを兼任。
大学教員時代から現在を通してアジア、アフリカ、中南米、
オセアニアなど世界約100か国で、1000件以上の日本の
ODAプロジェクトを取材・執筆。
主な著書に「ジャーナリストが歩いて見たODA」（国際開発
ジャーナル）、「NGOの世紀」（都市出版）、「危ういジャー
ナリズムー途上国の民主化とメディア」（日本評論社）、「日
本の外交政策決定要因」（PHP研究所）、「国際協力」（学
研）、「日本の国際開発協力」（日本評論社）

　世界には１０億人以上の人が１日1ドル(約100円）以下で暮らし、

1分ごとに17人もの人が飢えで死んでいます。学校に行けない

子どもたちは１億３０００万人もいます。 

　一方で、毎年、世界各地で日本の国土面積の３分の１にも当たる

森林が失われ、地球環境は悪化の一途をたどっています。

本講座では日本を代表する国際協力の第一人者である講師陣を

中心に、実際の事例を織りまぜながら、重要テーマについて学び、

議論することを通して発信力を鍛えます。扱うテーマは、「平和」

「食糧」「ジェンダー」「難民」「開発援助」「貧困」「教育」「NGO」

「人権」など多岐にわたります。

　将来、自分が出来る国際協力の方法について考え、これからの

国際人に欠かせない多角的、多面的思考法を身につけます。

プログラム修了者には、
Certificate（認定証）が

授与されます。

ファシッド国際開発プログラム

（FASID）

【身につく力】
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国際協力の基礎知識を習得。グローバル社会においての国際人として、
全世界が直面するグローバルアジェンダについて理解を深める。 

多岐にわたる国際開発の分野で、現在何が行われ、どのような課題が
あるのか多面的に考察し、課題発見力と論理的に解決する力を鍛える。 

チームで答えのない課題に取り組み、プレゼンテーションを行う
過程で、コミュニケーション力・表現力・リーダーシップを培う。 

名　称

高1・2・3生

FASID国際開発プログラム

対　象

定　員 40名程度（予定）

期　間

場　所

 

受講料

※極めて優秀な場合は中学生も可。
※プログラム全日程に参加できること。
※受講や活動における映像および写真を、
　早稲田塾の広報物に使用できること。

◆ プログラム概要 ◆ 参加方法

8/11（祝・土）・12（日）・16（木）～19（日）

(スケジュールは下表をご参照ください)

早稲田塾 大崎品川校

選抜方法

書類送付 ＜志望理由書送付先＞
〒171-0021　東京都豊島区西池袋1-7-9
早稲田塾　未来発見プログラム担当

塾生の場合　　　　　　
一般生の場合 ￥151,200（税込）

夏期授業5単位

※ フィールドワークなどの交通費は各自負担となります。

2018.

2018.

開講式・基調講義・グループワーク 大崎品川校

◆ スケジュール（予定）
日　程 時　間 内　容 場　所

8/11
（祝・土）

8/12
（日）

8/16
（木）

8/17
（金）

8/18
（土）

10:30～18:30

講義・グループワーク 大崎品川校10:30～18:30

フィールドワーク・プレゼンテーション JICA地球ひろば
FASID本社（予定）

10:30～18:30

講義・グループワーク 大崎品川校10:30～18:30

講義・プレゼンテーション準備 大崎品川校10:30～18:30

8/19
（日）

プレゼンテーション・修了式 大崎品川校10:30～18:30

塾生先行エントリー受付開始
(塾生サイト「マイページ」にて)

志望理由書  郵送締切　【当日消印有効】 

5/10（木）

6/22（金）

6/26（火）

19:00

志望理由書フォーマットは各校受付
または塾生サイト「マイページ」より

最終合格発表
・志望理由書提出順に審査が行われます。
・定員に達し次第募集を締め切ります。
☆一般生の方は各校舎までお問合せください。

部・
学部

※7/22（日）に夏期未来発見プログラム合同の事前研修を行います。
（自由が丘校にて、時間は後日ご連絡します。）


